


































【正解と解説】

●問題Ⅲ-1
正解は②
平成29（2017）年における林業の労働災害発生率（死傷年千人率）は約21〜23前後であ
り、全産業平均の約10倍に達している。死傷年千人率を6.6とする記述は過小であり誤り
である。

●問題Ⅲ-2
正解は④
ヒノキは浅根性から中庸の根系を持つ常緑高木であり、スギに比べて耐乾性が強く、尾根
筋や乾燥気味の斜面上部でも生育できる。深根性で乾燥地での生育が困難とする記述は誤
りである。

●問題Ⅲ-3
正解は③
森林は樹冠による降水の遮断蒸発や植物の旺盛な蒸散作用により水分を大気中へ放出する
ため、森林がない裸地などに比べて降水の河川への「年流出量」は減少する。

●問題Ⅲ-4
正解は⑤
国民が必要とする木材の最大生産に努めて社会に貢献する指導原則は「公共性の原則」で
ある。経済性の原則は、最小の費用で最大の経済効果を上げるよう経営を行う原則であ
る。

●問題Ⅲ-5
正解は④
利用径級に達した優勢木等を間引いて中立木の育成を図る方法は「上層間伐」である。択
伐的間伐は規格に適合した優良な優勢木のみを間伐し、間伐材の利用に重点を置く手法で
ある。

●問題Ⅲ-6
正解は①
航空レーザ測量は、照射したレーザ光の反射パルスから地表面や林冠などの3次元座標（
標高データ）を計測する技術であり、地下にある樹木の根系発達状況を測定することはで
きない。

●問題Ⅲ-7
正解は②
標準木法（単一標準木法や階層標準木法等）は、林分の平均的な胸高断面積等を有する木
を標準木として選定し材積を推定する手法であり、単純無作為抽出法により選定するもの
ではない。

●問題Ⅲ-8
正解は④
シカの生息分布域は全国的に拡大しているものの、平成23年度から平成26年度の3年間で
の拡大率は約1.2倍程度である。3年間で約2.5倍に拡大したとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-9
正解は①
H層（腐植層）やF層、L層は鉱質土層の上にある土壌有機物層（落葉層・A0層）に属す
る。また、植物遺体の組織が肉眼で認められる層はF層（発酵層）であり、H層は分解が進
んで無定形化した層である。

●問題Ⅲ-10
正解は②
温帯落葉広葉樹林（冷温帯林）は、九州・四国・本州の山地帯から東北地方全域、さらに
北海道南部（渡島半島・黒松内低地付近）まで広く分布する。関東北部から東北地方北部



までとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-11
正解は④
FAOの「世界森林資源評価2015」において、2010〜2015年の地域別森林面積は、アジアで
は植林等により純増している一方、熱帯地域を抱えるアフリカや南米では農地転換等によ
り純減している。

●問題Ⅲ-12
正解は②
ラムサール条約は、水鳥の生息地として国際的に重要な湿地の保全とともに、湿地の「賢
明な利用（ワイズユース）」を促進することを主目的として定めている。

●問題Ⅲ-13
正解は④
環境収容力（環境容量）とは、特定の環境下において持続的に維持・生存することが可能
な個体群密度の「最大値（上限値）」を指す。最少の個体群密度とする記述は誤りであ
る。

●問題Ⅲ-14
正解は②
窒素は土壌の母材となる岩石や鉱物中にはほとんど含まれず、主な供給源は大気中の窒素
分子（N2）であり、窒素固定菌の働きや降水等を通じて土壌生態系に供給される。

●問題Ⅲ-15
正解は①
樹木の根系による土塊のせん断抵抗（崩壊防止機能）は、樹木の成長とともに増加する
が、一般に林齢20〜30年程度で根系が地中に張り巡らされるとほぼ一定（頭打ち）とな
る。

●問題Ⅲ-16
正解は③
降雨強度の時間的変化を時系列で表した図が「ハイエトグラフ」であり、河川流量や流出
強度の時間的変化を表した図が「ハイドログラフ」である。説明が正反対である。

●問題Ⅲ-17
正解は③
土石流の堆積物は、巨礫から細粒土砂までが分級されずに混在した無層状（塊状）を呈す
る。深部から浅部へ粒径順に整然とした層状を形成して堆積するわけではない。

●問題Ⅲ-18
正解は⑤
山腹工は、斜面崩壊を防止する土木的工種である「山腹基礎工」と、植物を導入して植生
の回復を図る「山腹緑化工」が一体となって構成される。山腹緑化工を含まないとする記
述は誤りである。

●問題Ⅲ-19
正解は③
水流の乱流を防止し両岸を保護するために流路を確定・固定する工種は「流路工」であ
る。水制工は水流の流向を制御して水衝部から水流を遠ざけるために設ける構造物であ
る。

●問題Ⅲ-20
正解は④
治山ダムにおける鋼製スリットダムや鋼製枠ダム等の構造形式や機能に関する記述におい
て、選択肢④の内容が不適切である。

●問題Ⅲ-21



正解は①
スタジア測量は、望遠鏡のスタジア線と標尺の挟角から視距差を読み取り計算によって距
離を求める「間接距離測量」である。巻尺と同様の直接測定とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-22
正解は②
林道規程において、専ら森林施業の実施を目的とする自動車道の設計速度は、1級が
20km/h、2級が15km/h、3級が10km/hと規定されている。30km/h等の数値は通常規格のもの
である。

●問題Ⅲ-23
正解は⑤
盛土内に根株や枝条等の有機物が混入・埋設されると、将来腐朽して空洞化が生じ、盛土
の沈下や路体崩壊の原因となるため、盛土路体内に埋設してはならない。

●問題Ⅲ-24
正解は④
残土（捨土）処理場を急傾斜地に設けると、豪雨時等に崩壊して下流に土砂災害を引き起
こす危険性が極めて高いため、緩傾斜地や平坦な凹地等の安全な場所を選定する必要があ
る。

●問題Ⅲ-25
正解は③
林業架線における主索の原索中央垂下比とは、無負荷時の主索中央の垂下量の「支間水平
距離」に対する割合である。支間斜距離に対する割合とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-26
正解は①
背負式刈払機は、エンジン部と刈刃部をフレキシブルシャフトで接続しているため、直軸
パイプで直結駆動する肩掛式に比べて動力伝達ロスが多い。肩掛式の方が出力ロスが多い
とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-27
正解は⑤
左右の履帯の速度差（回転差）を利用して旋回するのはクローラ式（装軌式）である。ア
ーティキュレート操舵方式は、前後の車体を中央の屈折軸で油圧屈折させて旋回するホイ
ール式の操舵方式である。

●問題Ⅲ-28
正解は②
伐採地で枝払いのみを行い、幹全体の状態で集材するのは「全幹集材」である。全木集材
は枝葉をつけたままの状態で集材する方式である。

●問題Ⅲ-29
正解は⑤
放射柔細胞や軸方向柔細胞などの木部柔細胞は、辺材中では生細胞として養分貯蔵等の機
能を維持しており、辺材から心材へと移行する際に原形質を消失して死細胞となる。

●問題Ⅲ-30
正解は③
木材は可視光線のうち波長の長い赤色や黄色をよく反射するため特有の木材色を呈し、波
長380nm未満の紫外線は強く吸収して表面の光劣化や変色を引き起こす。

●問題Ⅲ-31
正解は③
木材腐朽菌の繁殖・活動には自由水が不可欠であり、含水率が繊維飽和点（約28〜30%）
以上の湿潤状態で腐朽が発生する。繊維飽和点以下で発生しやすいとする記述は誤りであ
る。



●問題Ⅲ-32
正解は⑤
水溶性で強い収れん性を持ち、加水分解型と縮合型に大別されるポリフェノール成分は「
タンニン」である。リグナン類はフェニルプロパン二量体からなる化合物群である。

●問題Ⅲ-33
正解は①
アセチル化木材は、木材中の親水性水酸基を疎水性のアセチル基に置換することで吸湿性
を大幅に低下させ、優れた寸法安定性と耐朽性を付与した改質木材である。

●問題Ⅲ-34
正解は②
無欠点の木材において、木理に平行な方向の引張強度（縦引張強度）は木材の強度の中で
最も大きく、縦圧縮強度や曲げ強度のおよそ2倍程度の値を示す。小さな値を示すとする
記述は誤りである。

●問題Ⅲ-35
正解は④
製炭工程の最後に行う精煉（ねらし）温度は、白炭が約1,000℃前後の極めて高温である
のに対し、黒炭は約400〜700℃程度である。黒炭の方が高いとする記述は誤りである。




